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本事業の概要



4本事業の概要

蓄電池産業戦略で掲げた国内蓄電池⽣産能⼒を⽀える⼈材育成・確保のため、蓄電池業界で働く⼈材に求められる知識・技術の調査・整理を⾏った。
また、蓄電池産業に関する教育活動を⾏うにあたり、必要とされる教材の情報の調査とそれに基づく教材等の作成を実施した。
加えて、蓄電池産業に関する教育活動を実施する教育機関等を増やすための広報活動を検討・実施した。

（１）蓄電池産業で働く⼈材に求められるスキルの整理
蓄電池産業においては、電池セルおよびパック・モジュールの材料技術、要素技術、量産技術および円滑な量産導⼊や、⽣産技術に関する基本⼯法の進化と製造設備の
設計・導⼊、ライン化を担う技術系⼈材と、電池セル製造⼯程の稼働率向上と⽣産歩留改善・⽣産ロス低減を担う技能系⼈材が求められている。技術系⼈材・技能系⼈
材それぞれについて、実際に働く上で求められる知識・技術を体系化し、スキルセットを作成した。

（２）教育機関等で蓄電池に関する教育活動を実施していくために、必要となる教材、教員向けの指導読本、実験集等の内容の調査・検討・作成
本事業では、昨年度作成した「テキスト教材」を、受講する⽣徒の属性に応じてより効果的に指導が⾏うことができるように、テキスト教材と関連したコンテンツをとりまとめた指
導書補助資料を作成した。
また、教育機関等で、将来蓄電池産業で働く⼈材を育成するための教育活動を効率的に実施するためには、対象となる学⽣学年や習熟度等に応じた階層別教育を⾏う
必要がある。本事業では主に、将来技術系⼈材として活躍することを期待する⾼専⽣・⼤学⽣向けの教材のあり⽅について調査・検討を⾏い、その結果を反映させたテキスト
教材を作成した。
加えて、蓄電池教育にかかる取組を教育機関による⾃⽴的・継続的な取組にしていくためには、教材だけでなく教師側の指導読本や、教育機関の⽴地に関わらず効果的な
教育を⾏うための実験集を充実させることも重要。実験を⾏う環境や対象となる学⽣の属性に即した実験を全国で実施することができるよう、難易度や費⽤ごとに複数の実
験メニューを整理した「実験集」の作成を⾏った。

（３）教育機関等に対する蓄電池産業に係る教育活動の広報事業及び世間⼀般に対する蓄電池業界の広報事業
蓄電池教育をより多くの教育機関等で実施していくためには、業界の魅⼒や充実した教育コンテンツを発信していくことも重要。本事業では、バッテリー⼈材育成プログラムの
実施校拡⼤を⽬的として、既存の教育プログラム・教材コンテンツ及び（２）で作成した教材等を含め、教育業界を中⼼として幅広く周知・広報を⾏う上でより効果的な⼿
段の検討・実施を⾏った。加えて、蓄電池産業戦略で掲げる「産業界のニーズに即した⼈材の育成・確保」のためには、蓄電池産業⾃体の魅⼒を世間⼀般に幅広く周知する
ことも合わせて重要。今後のプロモーションについて、広報戦略のロードマップの作成を⾏った。

（４） バッテリー教育プログラムに係る調査検討会の運営
本事業においては、その⽬的遂⾏のため、産学の有識者による調査検討会を開催した。調査検討会における論点の整理、議論に必要な前提情報の収集・整理、資料の
作成、運営事務を担当した。
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バッテリー⼈材育成に向けた全体会合（調査検討会）の実施



6調査検討会の概要

本事業の進捗確認及び事業終了までの活動⽅針のすり合わせを⽬的に全3回の調査検討会を実施。
なお、本事業を教材作成、広報戦略策定に⼤別し、それぞれWGを設置して取組を進めた。

◆調査検討会参画メンバー◆調査検討会の内容（全3回）

産業界

(⼀社)電池⼯業会

(⼀社)電池サプライチェーン協議会

パナソニックエナジー(株)

プライム プラネット エナジー＆ソリューションズ(株)

(株)GSユアサ

(国研)産業技術総合研究所

教育界

国⽴⾼等専⾨学校機構

⽯川⼯業⾼等専⾨学校

⼤阪公⽴⼤学⾼等専⾨学校

佐世保⼯業⾼等専⾨学校

富⼭⼯業⾼等専⾨学校

新居浜⼯業⾼校専⾨学校

事務局
経済産業省 商務情報政策局 電池産業課

経済産業省 近畿経済産業局 地域経済部 次世代産業・情報政策課

受託事業社 (株)博報堂

第１回調査検討会
（2024/8/2）

＜⽬的＞
本事業のゴール、役割分担を整理することを⽬的に調査検討会を実施
＜結果＞
本事業のワークデザインについて意⾒交換を⾏い、“教材制作”と“広報”について
個別のWGを開催し取り組みを推進することが決定

第２回調査検討会
（2024/12/5）

＜⽬的＞
教材制作、広報に関する今後の取り組みの⽅向性を明確にすることを⽬的に
調査検討会を実施
＜結果＞
教材広報の取り組みでは、教材広報ツール（パンフレット/動画）の制作と教
材完成イベントの実施が決定

第３回調査検討会
（2024/2/20）

＜⽬的＞
教材制作、広報に関する成果物を報告することを⽬的に調査検討会を実施
＜結果＞
教材制作、広報に関する成果物について調査検討会で内容を確認。成果物と
しての合意を得た。※同⽇に教材完成イベントを実施

※オブザーブ参加：兵庫県教育委員会、和歌⼭県教育委員会
8/2 第１回調査検討会の様⼦

※教材制作・広報の事業ごと個別WGによる検討会をオンラインにて実施
（教材WG 計9回実施、広報戦略WG 計6回実施）
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総括 i．バッテリー産業の広報活動における効果的な広報戦略への提⾔



8広報戦略ロードマップの⽬的整理

本広報戦略ロードマップの使⽤主体と想定⽤途を以下の通り整理。

蓄電池産業戦略で規定された2030年に150GWh/年の製造能⼒確保を達成するためには、3万⼈の就業者獲得が⽬標設定されている状況。
多くの就業者を獲得するためには、蓄電池業界の魅⼒を適切に発信し、就業意向者を増やしていく取り組みが必要。
本資料は、上記の背景を鑑み、業界及び個社として就業者の獲得に向けた広報活動の指針として活⽤されることを想定。

広報戦略ロードマップ規定の⽬的

想定する使⽤主体と⽤途例

蓄電池メーカー、各サプライチェーン企業の⼈事及び広報担当者
①各社の広報戦略規定の基礎資料としての活⽤

②業界施策とのシナジーを⾼める個社施策の実現の⼀助

蓄電池業界を志す⽅、及び⼊職可能性が⾼いと思われる⽅の基本的な労
働価値観や業界へのスタンス、彼らへの有効なアプローチ⽅針などの情
報を取りまとめており、個社の広報活動を⽴案する際の基礎として活⽤。

業界全体として本ロードマップを参考とした広報展開がなされることが
期待される。本資料に記載されている内容を踏まえて各社の施策展開が
なされることで、シナジー効果が創出され、より効率的/効果的な打ち⼿
に繋げる。

業界団体の広報担当者

①広報展開の参考資料としての活⽤
蓄電池業界を志す⽅、及び⼊職可能性が⾼いと思われる⽅の基本
的な労働価値観や業界へのスタンス、彼らへの有効なアプローチ
⽅針などの情報を取りまとめており、業界全体の広報活動の参考
に。



9成⻑⽬標と現在地の確認

2030年までに3万⼈の就業⼈⼝を作るために、現時点からの成り⾏きで獲得できる就業⼈⼝数をシミュレートすると、2030年で約15,000⼈の獲得⾒込み。
⽬標の3万⼈に対して達成率が約52%と、14,552⼈の獲得上積みを⽬指した取り組みが必須。

蓄電池業界獲得⼈⼝シミュレーション
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〈シミュレーション条件〉
①直近3か年の数値※をベースに、

「新卒採⽤」「キャリア採⽤」それぞれ単回帰分析で、
それぞれの採⽤数を試算。

②併せて、定年退職者数を就業者年齢構成から算出。
③上記、①・②を⾜し合わせ、単年増分を算出しの上、⾜し上げ。

⽬標の3万⼈に対して、
成り⾏き試算では15,446⼈の獲得にとどまる。

（達成率51.5%）

※雇⽤動向調査（電気機械機器製造業の就業者⼈数）を基に試算



10上積み数値の試算

⽬標値との乖離分である14,552⼈を、直近の雇⽤動向調査のスコアを⽤いて、キャリア採⽤/⼤学・⼤学院⽣/⾼校・⾼専⽣別に必要就業⼈数を試算。
結果、キャリア採⽤では1万⼈強、⼤学・⼤学院⽣では約1,250名、⾼校・⾼専⽣では約1,000名の就業者を作る必要性。

⽬標 成り⾏き

不⾜分
14,552⼈

転職（72.0%*）

新卒（17.2%*）
⼤学/院卒（50.0%*）
⾼校/⾼専（41.3%*）

⽬標と成り⾏き試算の差分 キャリア採⽤/新卒採⽤における必要追加採⽤数

*按分⽐率は、2023年度厚⽣労働省雇⽤動向調査結果より

区分別必要採⽤⼈数

10,477⼈

1,251⼈
1,034⼈

































































業務分類 業務内容 能力・経験 業界の類似性

大分類 中文類 小分類 補足 業務内容 技術キーワード① 技術キーワード①詳細 技術キーワード② 技術キーワード②詳細 技術キーワード③ 技術キーワード③詳細 求めるスキル 望ましい業務経験 (参考）関連資格
一般的に

関連する業界
転職実績がある業界

正極材開発

必要なスキルは、蓄電池の正極材開発において高性能な材料を創出するために求められる専門知識と技術。

具体的には、材料科学や化学に関する深い理解、電気化学的評価スキルによるサイクル寿命や充放電特性の評価能力、

XRDやSEM、TEM、ICPなどの先進的な材料分析技術の活用が不可欠。高品質な材料を製造するための化学合成技

術、研究段階の材料を商業規模に拡大するスケールアップ技術、結晶性の最適化を図る熱処理技術も重要な要素。プロ

セスエンジニアリングや品質管理スキル、表面改質技術が求められ、実験データの解析を通じて新たな洞察を得るデータ解析

スキルが必要。

・危険物取扱者

負極材開発

求められるスキルは、負極材開発における高性能な材料創出に必要な専門知識と技術。

具体的には、科学および化学に関する深い理解、電気化学的評価スキルによるサイクル寿命や充放電特性の評価能力、

XRDやSEM、TEM、ICPなどの先端的な材料分析技術の活用が不可欠。高性能な負極材料を製造するための適切な化

学合成技術、研究段階の材料を商業規模に拡大するスケールアップ技術、表面処理やコーティングによる性能向上を図る

表面改質技術も重要な要素。材料成形やコーティング、乾燥などの製造プロセスに関する専門知識と実践経験、負極材料

の結晶性と電気化学性能を最適化する熱処理技術、ナノスケールでの材料設計に関するナノテクノロジーの知識が求められ

る。さらに、実験データの解析を通じて新たな洞察を得るデータ解析スキルが必要。

・危険物取扱者

電解液開発 NMR（核磁気共鳴）
開発を行った化学種の化学構造を同定・評

価するための解析

FTIR（フーリエ変換赤

外分光法）

開発を行った材料の赤外スペクトルを分析す

ることで、化学特性の評価、異物等の混入有

無を分析

液体化学
溶液中のイオンの動きや、電離傾向、粘土等

の液性を評価

求められるスキルは、電解液開発において高性能な材料を創出するために必要な専門知識と技術。具体的には、科学およ

び化学の深い理解、電解液の導電性やイオン輸送特性、電圧安定性を評価する電気化学的評価スキルが求められる。

NMRやFTIR、UV-VIS、GC-MSなどの分析技術を利用し、高性能な電解液を製造するための化学合成技術や製造プロ

セス技術も重要な要素。また、電解液の熱安定性を評価し、熱ランアウェイ防止の技術、溶液中のイオン移動や電離度、粘

度などの物理化学的性質を理解する液体化学の知識が必要。さらに、電解液と正負極材料間の相互作用を評価・最適化

する能力、製造プロセスの設計や最適化、スケールアップ技術も求められる。電気化学データや材料特性データの解析を通じ

てフィードバックを行うデータ解析スキル、物理化学特性を予測するためのモデリングおよびシミュレーション技術も重要。

・危険物取扱者

セパレーター開発 ポーラス構造設計
セパレーターのポーラス構造（孔径、分布、

形状）の設計
電気化学特性評価

イオン透過性や電気伝導度、電気制動、分

極特性の評価
機会的性質分析

作成したセパレーターの引張試験や破断試験

を通じて、機会的性質を評価

求められるスキルは、セパレーター開発において高性能な材料を創出するために必要な専門知識と技術。電池の安全性や性

能向上を図るため、セパレーター材料の化学組成や物理特性、熱特性の理解が不可欠である。

具体的には、材料科学および高分子化学に関する深い知識、セパレーターのポーラス構造（孔径、分布、形状）を設計す

る微細構造設計スキルが求められる。イオン透過性や電気抵抗、分極特性を評価する電気化学的特性評価スキル、SEM

やTEM、AFM、FTIRなどの先端分析技術を活用した材料の分析技術も重要な要素。また、セパレーターの熱安定性や熱

収縮性を評価する技術、引張強度や破断伸び、耐穿刺性を評価する機械的特性評価スキルも必要である。さらに、押出、

延伸、コーティングなどの製造プロセス技術、コーティングやプラズマ処理を利用した表面改質技術、セパレーター表面の湿潤

性や親水性を調整する技術が求められる。最後に、材料特性データや製造プロセスデータの解析を通じてフィードバックを行う

データ解析スキルが重要である。

・危険物取扱者

機構設計
セル機構/モ

ジュール機構
缶、部品

①部品設計

・缶や蓋、電極体など、さまざまな構造部品の設計・開発

・部品サプライヤーの管理

②部品サプライヤーとの契約、品質管理、納期管理

・サプライヤーとの技術的な打ち合わせを行い、契約等の調整

③部品の評価

・部品単体の強度等の評価を行い、品質の確認

・テストプロセスの計画～実施、および結果分析

④量産に向けた工程設計と調整

・生産ラインの立ち上げサポート

・量産後の品質モニタリングおよび改善改善提案

CAD設計
2D及び3D CADソフトウェアを使い、セルの形

状や配置、固定方法などを設計

シミュレーション/CAEツー

ル

CAEツールを活用し、熱解析・応力解析等を

行い、設計初期に課題の予測とリスク検討
電気接続

効率的で安全な電気接続を実現するための

バスバーや配線等の電気的接続の設計

蓄電池の機構設計に求められるスキルは、高性能かつ安全な蓄電池の実現に不可欠な専門知識と技術。

具体的には、2D/3D CADソフトウェアを用いてセルの形状や配置を詳細に設計するCAD設計スキル、セルの冷却システム

や熱伝導材料の選定を行う熱管理スキルが必要。また、衝撃吸収や振動対策を考慮した機械的保護設計スキル、電池セ

ルに最適な材料を選定する材料選定スキルも重要である。さらに、バスバーや配線の電気的接続を詳細に設計する電気接

続設計スキル、CAEツールを用いた熱解析や応力解析を行うシミュレーション解析スキルが求められる。

安全性を確保するための短絡防止や熱暴走対策を盛り込む安全設計スキル、効率的かつコスト効果の高い製造プロセスを

設計する製造プロセス設計スキルも必要である。加えて、セルの物理的および電気的特性を正確に評価する高精度測定お

よび評価スキル、様々な環境条件において安定して動作するように設計する環境耐性設計スキルが不可欠である。

＜機構設計開発＞

・電池の部品/構造の開発・商品化経験 （3年以上目安）

・製品構造設計/開発・商品化経験（3年以上目安）

＜共通＞

・電池メーカー、分析・評価機関での開発経験

・封止/強度/絶縁/プレス加工/樹脂成型等電池構造設計と共通する設計要件をもつ商品構造設計の経験

・2D/3D CADスキル

・構造/応力/熱シミュレーションを活用した開発経験

・3次元CAD利用技術者

・機械設計技術者 等

①自動車・輸送機器

②電子部品

①電気機器・電子部品メー

カー

②IT・ソフトウェア開発

③情報通信・IT(電池開

発)

④二次電池メーカー

生産技術開発

①量産技術の開発

・セル設計担当が作成した図面に基づいて量産技術を検討・開発

・新たな生産工法（混練・塗布・乾燥・圧縮など）の開発

②生産プロセス開発

・リチウムイオン電池の電極・組立・検査工程におけるプロセス開発

・製品ニーズや最新技術動向を背景に、性能・品質向上・コスト低減を目

的としたプロセス要素の開発

③ライン企画

・市場や製品動向、納期・資源・生産能力等を考慮し、最適な量産ライン

を企画立案

・製品構造や工法、サプライヤに至るまで、全工程等を広く俯瞰しラインの

課題特定及び解決方法の規定

・社内外の関係者をリードし、プロジェクトを推進・運営

プロセスマッピング/工程

分析

製造フローを構造的に整理し、プロセスとコン

ポーネントを明確化し、最適な電池製造プロ

セスを検討

自動化/オートメーション

ロボティクス、PLCプログラミング、センサー技術

などを活用し、製造ラインの工程自動化を設

計・実装検討

品質管理技術

統計的プロセス制御（SPC)、品質機能展

開（QFD）、失敗モード影響解析

（FMEA）等の技術を活用し、高品質な製

品製造方法を開発

蓄電池の生産技術開発に求められるスキルは、高効率で高品質な電池製造を実現するために必要な専門知識と技術

具体的には、電池製造プロセスを設計し最適化するプロセス設計スキル、リチウムイオン電池や他の電池化学システムに関す

る深い理解を持つ電池化学と材料科学の知識が必要である。また、電極製造やセルアセンブリなどの製造プロセスを理解し

応用する製造技術および加工技術スキル、3D CAD/CAMソフトウェアを用いて製造設備や治具の詳細設計を行う

CAD/CAMスキルも重要である。さらに、リーン製造やPDCAサイクルを用いた工程改善スキル、製造ラインの自動化を設計・

実装する自動化技術スキルが求められる。

品質管理テクニックを使用して電池の性能検証や安全性評価を行う品質管理スキル、製造データを解析しプロセスの最適

化に役立てるデータ分析および統計スキルも不可欠である。新工法を試行しプロトタイプを作成・評価する実験およびプロトタ

イピングスキル、製造設備の設計・選定・導入およびメンテナンスを行う製造設備の設計・管理スキルも重要である。

＜必要条件＞

・生産技術（プロセス開発や設備設計など）の経験をお持ちの方

＜歓迎条件＞

・車載業界にてプロセス開発の経験をお持ちの方

・統計手法を理解している方

・車載製品の品質要求知見を持つ方

・Excelマクロ作成のできる方

・Python、機械学習などの活用経験がある方

・3次元CAD利用技術者

・機械設計技術者

・セーフティサブアセッサ

・各PLCメーカーの認定試験 等

生産準備

①製造条件の決定

・既存の量産設備で生産するための製造条件を決定

②生産プロセス開発

・車載向け電池に関する生産プロセス開発、量産検証、量産設備の設計

開発

・工場への設備導入・立上げ

③工場での生産プロセスの開発

・各工場で生産される電池品目に最適な生産プロセスを検討・開発

・設備設計、開発案件の導入

④国内外拠点での業務

・工場現地での設備導入から安定量産稼働までの支援

・新拠点展開の主要メンバーとして新たな拠点展開業務に参加

・長期出張（3か月/回程度）や海外拠点への出向

リーン製造

継続的な生産後工程改善を行うために、

リーン製造、Kaizen、Six Sigma等の手法を

駆使

自動化/オートメーション

ロボティクス、PLCプログラミング、センサー技術

などを活用し、製造ラインの工程自動化を設

計・実装検討

コスト管理
原価分析やコスト構造の把握等を踏まえ、コ

ストベネフィットを最適化し、生産の競争力向

上に繋げる

生産準備の仕事に求められるスキルは、効率的で高品質な生産システムを構築するための専門知識と技術。具体的には、

生産プロセス全体を設計・最適化するプロセス設計スキル、2Dおよび3D CADソフトウェアを用いた部品や治具の設計を行う

CAD/CAMスキルが必要です。また、リーン製造やKaizen手法を活用した工程改善スキル、プロジェクトの計画や管理を行う

プロジェクトマネジメントスキルも重要です。

さらに、製造ラインの自動化やPLCプログラミングを行う自動化技術、設備の導入から立ち上げまでをサポートする設備導入お

よび立ち上げスキル、品質を確保するための品質管理および品質保証スキルが求められます。データ分析や統計スキルを用

いてプロセスを最適化し、製造装置や治具の設計・保守を行う製造装置の設計および保守スキルも不可欠です。最後に、

原価管理やコスト削減に関するスキルが、企業の競争力を維持・向上させるために重要です。

＜工法開発＞  設備設計スキル・ノウハウ、工法開発管理推進の経験があること。特に、設備設計スキルを有し、大規模プロジェクト推進経験を持つ方が望ましい

＜メカ設計＞  設備機構設計スキル・ノウハウ、工法開発＆検証能力があること。特に、2CAD操作(ソフト不問）と生産設備の設計実務経験は必須

＜制御設計＞  設備制御ハード・ソフト設計スキル・ノウハウ。特に、PLC、シーケンス操作・デバッグ経験は必須

＜画像検査＞  照明・カメラによる画像検査・認識ユニットの設計実務経験があること

＜生産準備・改善＞  設備調整スキル・ノウハウ、工法検証能力があること。特に、設備製作会社（それに類似する会社）での組立実務経験、設備の導入・立上げ経験は必

須。

【歓迎要件】

＜工法開発＞  プロジェクト管理ツールが使えることが望ましい。また混錬・塗工・圧縮・溶接・接合・ロールtoロール搬送などの工法開発・設備設計経験があるとなお良い

＜メカ設計＞  3D-CADが使えることが望ましい。塑性加工、溶接、注液、捲回等の工法開発・設備設計経験があるとなお良い

＜制御設計＞  電子カム設計、サーボ設計、デジタルツインや高速PLC等の検証や実用経験があるとなお良い

＜画像検査＞  画像のAI分析ができるとなお良い（機械学習、深層学習他）

＜生産準備・改善＞  設備の国内/海外出荷から新工場への現地搬入・据付・立上げ、工程管理等、新工場建設～立上げの経験があるとなお良い。

＜共通＞  語学力、特に英語での実務経験があるとなお良い。転職歴の少ない方。半導体分野等の標準化設備やFPD設備の分野とは親和性が低い。

【必須要件】下記のうちいずれか1つ以上

・電池用電極生産の工法開発または生産立上げ経験 （3年以上目安）

・粉体の塗料化、塗布の技術開発経験 （3年以上目安）

・電池用電極体生産の工法開発または生産立上げ経験（３年以上目安）

【歓迎要件】

・電池メーカー、電池材料メーカー、分析・評価機関での開発経験

・塗料関連メーカー、印刷関連メーカーおよび設備メーカーでの開発経験

・3次元CAD利用技術者

・機械設計技術者

・セーフティサブアセッサ

・各PLCメーカーの認定試験 等

量産改善

①工程設計

・効率的な生産プロセスの設計

②設備改善

・生産設備の改良や最適化

・不良品の発生数の低減など、量産ラインの問題点の特定と解決

リーン製造

継続的な生産後工程改善を行うために、

リーン製造、Kaizen、Six Sigma等の手法を

駆使

メンテナンススキル

設備の予防保全、予兆保全、修理、メンテナ

ンス計画など、生産ラインの稼働率を最大化

しダウンタイムを最小化

CADCAM
CADソフトウェアを活用した部品設計、治具

設計、装置設計などを行うとともに、CAMに

よって工作機械の数値制御プログラムを作成

量産改善職に求められるスキルは、高い生産効率と品質を確保するための専門知識と技術。リーン製造やKaizen手法を用

いた工程改善スキルが不可欠であり、継続的な改善活動を通じて生産効率を向上させます。また、設備の設計変更や工場

レイアウトの最適化を行う設備改善スキル、予防保全やメンテナンス計画を立案する設備保全スキルも重要です。

さらに、2Dおよび3D CADソフトウェアを使用した設計能力、製造ラインの自動化やPLCプログラミングを行う自動化スキル、

製造データを解析しプロセスを最適化するデータ分析スキルが求められます。問題解決スキルを用いてトラブルシューティングを

行い、品質管理や品質保証の手法を適用することも重要です。プロジェクトの計画・実行・監視を行うプロジェクトマネジメント

スキル、原価管理やコスト削減に関するスキルも、企業の競争力を高めるために不可欠です。

-

・3次元CAD利用技術者

・機械設計技術者

・セーフティサブアセッサ

・各PLCメーカーの認定試験 等

①電子部品

②化学・素材

③人材サービス

保全 保全
生産設備

保全

今後の量産に重要な試作ラインにおける設備保全業務（制御系）をメイ

ンに担当いただきます。事後保全だけではなく、予防保全や予知保全にも

力を入れています。

＜具体的には＞

・試作設備保全（制御系）

・付帯施設保全

※今までのご経験によっては、保全業務に加えて作業改善業務として、治

具の設計（機械CAD設計）や工作機の使用（旋盤、フライス盤、ボール

盤、グラインダーなど）をお願いすることがあります。

トラブルシューティング
設備や機器の故障時に、迅速に問題を特定

し、解決に導く

振動解析/サーモグラ

フィー/音響分析

左記の設備診断技術を活用して、設備の保

全を行う
制御システム

PLC(プログラマブルロジックコントローラ）や

SCADA（監視制御及びデータ収集）システ

ムに関する知識と操作スキル

保全の仕事に求められるスキルは、設備や機器の信頼性と効率を維持するために必要な専門知識と技術。まず、予防保全

計画の設計と実施により、設備の定期的なチェックとメンテナンスを行う能力が求められます。また、故障時に迅速に問題を特

定し解決するトラブルシューティング能力が必要です。

製造プロセスに使用されるすべての設備や機械に関する深い理解を持つ運用知識、製造設備や機器の修理に必要な機械

整備スキルも重要です。電気設備や配線の保護・修理に関する知識、PLCやSCADAシステムに関する制御システムの知識

と操作スキルも不可欠です。さらに、振動解析やサーモグラフィーなどの設備診断技術、旋盤やフライス盤などの工作機械の操

作スキルが求められます。工場の安全規則や環境規制に対する理解と遵守、設備の熱管理や空調システムのメンテナンス技

術も必要です。

・設備保全（制御系）の経験をお持ちの方

・オムロン、三菱等のPLC制御ソフトの設計経験をお持ちの方

・治具設計経験（機械CAD）をお持ちの方

・機械保全技能士2級以上のレベル(電気系保全作業)

・第二種電気工事士

①自動車メーカー

②電気機器・電子部品メー

カー

③自動車部品メーカー

④総合電機メーカー(製造

現場)

⑤設備メーカー

⑥エンジニアリングサービス

⑦印刷

⑧鉄鋼

⑨自転車部品

⑩食品(製造現場_ライン保

守)

⑪機械部品メーカー

⑫自動車用部品メーカー

(製造部門)

品質保証

①品質を担保するためのルール・仕組みづくり

・品質基準の設定

・品質管理体制の構築

・品質管理プロセスの標準化

②サプライヤー管理

・サプライヤー選定と評価

・サプライヤーとの品質基準の共有

・サプライヤーの品質パフォーマンスモニタリング

・サプライヤーとの定期的なレビュー・改善提案

③源流からの品質向上

・商品設計、設備プロセス設計、製造オペレーションの源流にまでさかのぼり

品質向上の働きかけ

・市場の使われ方情報の集約

・市場リスクの抽出

・お客様要望を満足する提案の実行

・納品先とのコミュニケーション

④自動車メーカーとのコミュニケーションを通じた課題発掘

・自動車メーカーからの不具合報告を踏まえ、原因・課題の特定

・関連部門へのフィードバックを行うとともに、課題の根本解決策の規定

品質管理システム
ISO等の国際標準に基づいた品質管理シス

テム（QMS）の実施と管理

失敗モード影響解析

（FMEA）

潜在的な故障モードの推測・検討と、その影

響を予測しリスクを低減する手法の活用
統計的品質管理（SQC)

統計的プロセス制御（SPC)などの統計的な

手法を活用した品質管理

蓄電池の品質保証の仕事に求められるスキルは、製品の品質を確保し、顧客満足を維持するために不可欠な専門知識と

技術。まず、ISOなどの国際標準に基づいた品質管理システム（QMS）の実施と管理に関する理解が必要です。また、バッ

テリー製品の電気特性や化学特性、機械的特性を評価するための製品試験および評価のスキルも重要です。

製造プロセスの各段階を監視し、品質を保証するための手法とツールを活用するプロセス監視能力、製品不良やプロセス異

常を特定するためのデータを収集・解析するデータ解析スキルも求められます。さらに、失敗モード影響解析（FMEA）を用

いて潜在的な故障モードを予測し、リスクを低減する知識、統計的品質管理（SQC）に関連するSPCなどの手法に関する

知識が必要です。

問題が発生した際に根本原因を特定し、再発防止策を講じる根本原因分析能力、各種規格や法規制を遵守するための

知識も重要です。計測器のキャリブレーションや管理に関する技術、顧客からの品質に関するクレームやフィードバックに迅速に

対応する顧客対応スキルも不可欠です。

・QC検定

・マネジメントシステム監査員検定

品質管理

①工程品質の管理

・各生産工程における品質の確認

・工程内での品質不具合の早期発見と対応策の検討・実施

②不具合対応

・不具合発生時の迅速な原因分析

・不具合の是正措置の策定と実施

・不具合再発防止策の策定と実施

③お客様対応

・お客様からの品質に関するフィードバックの収集

・お客様クレーム対応

・お客様との信頼関係構築

・お客様の品質要求への対応・改善

品質管理システム
ISO等の国際標準に基づいた品質管理シス

テム（QMS）の実施と管理

失敗モード影響解析

（FMEA）

潜在的な故障モードの推測・検討と、その影

響を予測しリスクを低減する手法の活用
統計的品質管理（SQC) 統計的プロセス制御（SPC)などの統計的な

手法を活用した品質管理

蓄電池の品質管理の仕事に求められるスキルは、製品の品質を確保し、顧客の期待に応えるための専門知識と技術。ま

ず、ISO 9001をはじめとする国際標準に基づいた品質管理システム（QMS）の実施と管理に関する理解が必要です。ま

た、蓄電池の電気特性、化学特性、機械的特性を評価するための製品試験および評価のスキルが重要です。

統計的品質管理（SQC）に関する知識、特にSPCやその他の統計的手法を用いて品質を管理する能力も求められます。

製品不良やプロセス異常を特定するためのデータを収集・解析するデータ解析能力、製品やプロセスの不良原因を根本的に

解明する不良解析および根本原因分析技術も不可欠です。

製造プロセスの各段階を監視し、継続的なプロセス改善を推進する能力、潜在的な故障モードとその影響を予測しリスクを

低減するための失敗モード影響解析（FMEA）の知識も重要です。計測器のキャリブレーションや管理、品質監査の計画・

実施・レポート作成に関する内部監査および外部監査のスキル、さらに法規制や業界標準に適合していることを確認する知

識も必要です。

・QC検定

・マネジメントシステム監査員検定

製造

現場オペ

レーショ

ン、メンテ

ナンス

＜製造＞

・製造工程の管理、運営

・設備操作

・設備の不具合修正、ズレの修正

・完成品の品質管理

・作業標準の作成、更新

オペレーター 製造、設備オペレーター、設備導入、メンテナ

ンス
品質管理 品質管理、品質分析・解析、 標準化、改善 生産性向上の為の改善、品質向上の為の改

善、手順書等の資料作成

製造職の仕事に求められるスキルは、製品を効率よく作り、品質を保つための知識と技術です。まず、製造工程の理解と管

理が重要で、生産ラインを効率よく動かすための知識が必要です。次に、品質管理として、製品の品質を常に高く保つための

基本的なチェック方法を知っていることが大切です。機械の操作と保守も重要なスキルで、製造に使用する機械を安全かつ正

確に操作できることが必要です。また、機械に異常がないかを定期的にチェックし、問題があれば簡単な修理ができると良いで

す。安全管理に関しては、作業中の安全ルールを守り、事故を防ぐための基本的な知識が必要です。

＜必須要件＞

・製造現場での業務経験

・改善提案経験

＜歓迎要件＞

・品質管理経験

機械保全技能士

品質管理検定（QC検定）

危険物取扱者（乙種）

①化学・素材

②機械・重工業

③自動車・輸送機器

⓵電機

⓶電子部品、半導体

⓷食品・飲料

物流
現場オペ

レーション

＜物流＞

・部材の搬入

・部材、仕掛品の運搬、数量管理

・完成品の出荷作業

・伝票処理・部品メーカーとの調整

作業 梱包作業、出荷作業、原料の荷受け作業、

フォークリフトによる運搬作業
工程管理 在庫管理、生産計画、スケジュール管理 標準化、改善 生産性向上の為の改善、品質向上の為の改

善、手順書等の資料作成

物流職の仕事に求められるスキルは、製品を安全かつ効率よく運び、在庫を正しく管理するための知識と技術です。まず、物

流の効率化として、製品を遅れずに運ぶための基本的なルールや方法を理解していることが重要です。次に、在庫管理とし

て、製品がどれだけあるのか正確に数えたり、記録したりするスキルが必要です。倉庫作業においては、フォークリフトを安全に

操作できるスキルや、重たいものを正しく持ち運ぶ方法が求められます。コミュニケーション能力も大切で、他の部署や運送業

者とスムーズに連絡を取ることができることが重要です。

・倉庫作業や在庫管理、物流に関連する業務経験

・倉庫管理システムを活用した経験

・フォークリフト操作の経験

・物流効率化経験

フォークリフト
①化学・素材

②機械・重工業

③自動車・輸送機器

⓵物流・運輸

⓶倉庫

⓷電機

⓸電子部品、半導体

⑤食品・飲料

開発を行った正極材料の構造を解析し、

試料の構造を解析

技術

材料開発

①電極材料（正極材、負極材、電解液、セパレータなど）の開発業務

・材料メーカーとの議論を通じ、材料の開発方針を策定

・開発した材料の性能評価し、改善方向性を検討

・セル設計部門と連携しながら、電池の中での最適な使い方やレシピを検

討

②開発材料の活用検討に関する業務

・混錬／塗布などの極板作成工程での最適化方法を検討

・そのために、ラボ評価から大規模試作までを主導します

・工場技術／プロセス開発部門と連携して量産化まで牽引

・グローバルな連携業務を行うこともあります

XRD（X線回折）

技能 技能

①大学

②化学繊維

③電気機器・電子部品メー

カー

④金属製品加工

⑤自動車部品メーカー(LiB

開発)

⑥機械部品メーカー

⑦半導体・半導体製造装

置メーカー

⑧自動車メーカー

②化学・素材(システム部

門)

③情報通信・IT

④電気機器・電子部品メー

カー

⑤地方自治体

⑥総合電機メーカー

⑦食品(DX部門)

⑧二次電池メーカー

生産技術

①化学・素材

②自動車・輸送機器

③電子部品

①機械部品メーカー

②半導体、電子機器(生産

技術部門)

③自動車メーカー

④二次電池メーカー

⑤重電・造船・産業用機

械・ロボットメーカー

⑥化学品メーカー(プロセス

開発、金属製造、化学合

成、樹脂、工業用途、半導

体、フィルム素材、)

⑦鉄道車両メーカー

⑧自動車部品メーカー

(R&D)

⑨総合電機メーカー

⑩機械設備・プラント

⑪印刷

⑫建材

⑬市役所

品質

・化学、素材、電子部品、自動車など、製品問わず、品質保証業務の経験(3年以上目安）

・品質問題を、設計や材料の段階までさかのぼって、課題を特定した経験

・製造現場と協働して、課題の解決に取り組んだ経験

・自動車もしくは車載関連製品の品質管理の経験

・データ分析や統計の知識および業務経験（ITリテラシー、excel マクロ / Python/ SQL など）

化学、素材、電子部品、自

動車などの品質保証業務

①電気機器・電子部品メー

カー

②金属加工・精密機械部

品

③自動車部品メーカー(LiB

開発)

④半導体・半導体製造装

置メーカー

⑤鉄鋼・非鉄金属

⑥二次電池メーカー

⑦印刷

SEM/TEM
電子顕微鏡（走査型/透過型）を使い、開

発した材料を観察し、固溶状態の分析や結

晶構造を解析

化学合成 求める化学構造を有する材料を製造するため

の化学合成及び、化学反応プロセスの設計

＜材料全般＞

・電気化学を活用した材料開発・商品開発経験 （２年以上目安）

・電池用電極処方の材料開発・商品開発経験（２年以上目安）

・粉体のペースト化技術あるいは各種塗料の開発経験（２年以上目安）

＜材料開発＞

・正極材料：無機材料(電池活物質、セラミックス材料,蛍光体)の開発・商品化経験、粉体の合成プロセス開発・量産化経験（２年以上目安）

・集電体開発：各種金属材料の開発経験、量産化経験（２年以上目安）

・電解液開発：有機材料の開発経験、各種電解液の開発経験（水系・非水系）

・セパレーター：有機材料あるいはフィルム材料の開発経験

①化学・素材

②機械・重工業

③電子部品



業務 能力・経験

大分類 中文類 小分類 補足 業務内容 求めるスキル・経験・資格⇒親和性のあるスキル

技術 評価・解析 評価・解析 電池評価・解析

開発中の試作電池セルや量産電池セルの評価・解析を担当頂きます。

＜具体的には＞

①電気特性評価（容量、抵抗、寿命など）

②誤用安全性評価（過充電、過放電、加熱、内部短絡、外部短絡、圧壊など）

③開発や量産立上げに伴う、電池セルや構成部材の分析・解析

※上記いずれかで、評価解析と評価解析技術開発を担当頂きます。

＜必須要件＞

・化学系専門知識（無機化学、有機化学、高分子化学、電気化学など）のいずれか（業界経験不問）

※主任～係長クラスの場合は評価解析の経験、幹部職クラスの場合はマネジメントの経験が必須となります。

＜歓迎要件＞

・電池の開発、評価解析経験を有している方。

・ITスキル（VBA、PYTHON、シミュレーション）を有している方。

技術 生産管理 生産管理 生産計画立案→進捗管理(司令塔)

バッテリーの生産管理業務を担当いただきます。リーダーの立場として、企画・改善・他メンバーフォロー・重要な意思決定などをお

任せしたいと考えています。

●生産計画立案

・在庫数・客先必要数に合わせた生産計画立案

・在庫管理

・長期生産計画立案・課題の洗い出し

●関係部署との調整業務

●メンバーマネジメント

＜必須要件＞

・生産管理業務（業界は問いません）

・在庫管理／在庫削減／仕掛け/物流において改善に関する経験や知見

＜歓迎要件＞

・チームリーダー等、部下の育成経験

・チャレンジ精神旺盛で何事にも前向きに取組、他部門との交渉・協議の出来る方

技術 施設 施設 原動設備(空調、電気)

電池拠点の強化・拡大に対応した施設の維持管理業務を発注者側としてご担当いただきます。

＜具体的には＞

・工場インフラ設備の保守、メンテナンスの計画～実行までを担当（電気、機械、建物、ガス、水処理装置等）

・現場からニーズを拾い上げ、維持管理の計画を策定し安定的に稼働できるようメンテナンスの立会までを担当

・省エネやカーボンニュートラルに向けた企画と推進

＜必須要件＞

・機械・電気・ガス・水・空調・薬品・建築・環境のうち、どれかの専門知識を有しており、実務で活用できる方

＜歓迎要件＞

・メーカーにて施設管理経験をお持ちの方

※以下いずれかの資格をお持ちの方を歓迎します

・第3種電気主任技術者 or 第2種電気主任技術者

・技術士関連の資格

・高圧ガス甲、機

・大気・水質1

・二級建築士

・エネルギー管理士

・1級施工管理技士

技術 社内SE系

工場(国内・海外)の生産システムの要件定義～

立上げ(対向試験、システム結合試験)～教育訓

練を推進 (社内SE業務)

生産にかかわるMESシステムの構築・運用・保守・改善を担当いただきます。

＜具体的には＞

・新規ラインの展開に向けたシステム面での製造準備

・生産ラインのシステムの運用監視とトラブルシューティング

・システムの保守・障害対応、リプレイス

・システムの継続的改善

・システムを通じたDX化の支援

・内製アプリの保守、改善

＜必須要件＞

・データべース、サーバ、ネットワークに関する情報処理知識

＜歓迎要件＞

・サーバ保守の運用・経験

・プログラミングスキル(C#,Python,Java)

・オンプレミスサーバの運用・保守経験

・クラウド(AWS)を用いたシステムの運用・保守経験

・ネットワークスキル

技術 データサイエンス系

生産実行システム(MES)、BIツール等上位システ

ムと設備PLC、IoT機器をつなぎ、製造現場のデジ

タル化による省人化・人判断の支援を推進

(現場の作業効率や品質を高めるため必要なしくみ

やコンテンツをつくる業務)

・PLMパッケージ導入

・要件定義、データモデル設計/実装、フロントエンド設計/実装

・サーバ, ネットワーク構築

・データビジュアライゼーション, データアナリシス

＜必須要件＞

・システムインテグレーション経験を有する方（3年以上目安）

・基本情報技術者試験合格レベルの知識を有する方。

・管理／テクニカル(理系)／課題設定・問題解決／コミュニケーション／ビジネス一般スキル

＜歓迎要件＞

＜知識・経験・資格＞

・製造業での開発経験やビジネス経験がある方

・電池事業もしくは関連事業会社での勤務経験のある方

・大学での、情報処理、電気電子、機械系での情報工学系単位を取得。

技術 CA解析系 設計開発、生産技術、デジタルツイン

デジタル技術の開発・活用を推進し、物（もの）を作らずに製品・工法・設備の完成度を高め、「開発から量産までのリードタイム

短縮」、「量産トラブルの早期解決・未然防止」に貢献します。

・データを駆使した業務、働き方の変革、DXの推進

・データ駆動型のリチウムイオン電池開発、要素技術開発、工程改善

・データ蓄積、データ可視化、データ分析をセル開発、設計、評価、プロセス開発、工程へ適用

・シミュレーション技術開発，CAE技術開発，モデルベース開発（MBD）、XR技術活用

・上記技術活用によるリチウムイオン電池設計開発、要素技術開発、生産準備への適用

・CAEを活用した開発効率化推進，及び評価検証

＜必須要件＞以下から一つ以上必須。複数歓迎

・データ蓄積、データベースの開発/活用の実務経験

・ビッグデータ可視化、分析の実務経験

・データサイエンス（統計・機械学習）の活用の実務経験

・材料・電気化学反応等の分子・ミクロ・マクロシミュレーション技術開発／活用の実務経験

・構造（材料強度）・熱流体シミュレーション、CAE技術開発／活用の実務経験

・設備・工法シミュレーション、CAE技術開発／活用の実務経験

・モデルベース開発、システムシミュレーション技術開発／活用の実務経験

・電池生産技術開発、工法開発、生産準備などの経験

＜歓迎要件＞

・電池開発・設計・評価の経験

・プログラミング言語によるソフトウェア、マクロ開発・製作の経験

・ITネットワークに関する知識保有者

技能 技能 試作 試作・評価・解析・安全検査など

次世代バッテリーの量産に向けた試作・改善業務を担当いただきます。単純な設備操作ではなく、試作での問題点・改善点を見

つけ、報告・対策をすることがメインミッションです。

＜具体的には＞

・設備オペレーション

・問題点、改善点の把握報告

・試作品の品質確認

・新入社員の育成、派遣社員の指導

●開発試作業務

・開発品の試作業務（試作段取り/設備操作（モノづくり）/片付け）

・試作品の品質確認業務（計量/測定、課題点の抽出とフィードバック）

・作業改善業務

●管理業務

・品質管理（試作品データ管理・トレサビ管理）

・設備管理（点検/校正/メンテナンス）

・派遣社員管理（業務・勤怠/教育訓練）

・ISO（QMS/安全衛生/環境マネジメント）

＜必須要件＞

・製造職経験の有る方 ※出来ればリーダー（組長/班長）経験者

・PC OAツール（Word,Excel,Power Point,Outlook）使用経験

＜歓迎要件＞

・生産技術職経験者

・レーザー溶接装置操作経験者

・ISO14001/ISO45001監査経験者

・危険物取扱者(乙種：第4類)

・酸素欠乏危険作業主任者、酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者、乾燥設備作業主任者

・有機溶剤作業主任者、特定化学物質等作業主任者、放射線取扱い主任者

業務分類

デジタル




